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部局長とＰＴの議論資料
【事務事業】
	項目名
	【主要検討項目　２７】箕面森町　（箕面北部丘陵整備事業会計繰出金）

	部局の
考え方


	【ＰＴ案】


【部局の考え方】　
箕面森町事業は、平成13年に府の負担を最小限にするなどの観点から事業の見直しを行い、行政の責任ある処理策として、全域３１４ｈａを対象とする土地区画整理事業として収束させることとしたものである。
◆第1区域の残事業費は、住民生活に必要不可欠であり、順次実施。
　　　　　　地権者換地に必要な造成工事、上下水道、防災工事等
◆第2区域は、大規模民間地権者により開発（現在開発手続き中）。
◆第3区域は、新名神の建設残土受入(H22～予定)による粗造成。粗造成後、府が基盤整備。

　　　◎効果：・新名神の建設残土受入　　・北摂地域の道路網整備
　　　　　　　・新名神の箕面IC近傍(約3km)を活かした施設誘致（府域で数少ない好立地）

　　　　　　　・保留地処分金の確保、住宅供給公社用地の活用
　　◎第３区域の廃止は、事業区域全体を対象とした飛換地により仮換地指定済（一部使用収益開始済）で対応不可能
事業継続を前提に、新名神高速道路の建設残土受入までに新名神、余野川ダムの状況等を踏まえ、造成計画の見直しやコスト縮減など、今後の整備の進め方を検討。















	参考データ等
	※企業立地・H20.2新名神(草津～亀山間)開通に伴い、滋賀県沿線の企業立地に著しい効果

・[2007国土交通白書]: 高速道路ICから5ｋｍ以内の企業立地が過半数


第1区域


一般地権者仮換地、保留地





至神戸





粗造成箇所





第3区域


住宅供給公社と一般地権者の仮換地、保留地





新名神高速道路


（事業中）





第2区域


大規模民間地権者による開発





新名神残土受入


200万ｍ3








至高槻





１ 見直しの考え方


直近の情勢（余野川ダムにかかる国の対応案、分譲状況、民間事業者の動向等）を踏まえ、


事業全体を早急に点検、見直し（残事業費の精査等）


２ 見直し内容


・不急の工事を当面見合わせ（森林公園等整備工事）


・第2、第3区域関連の事業については、主要ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの総点検を踏まえて対応方針を決定
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(府道豊能池田線)
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